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利用者安否確認優先度の枠組み
安否確認優先度の決定

　

利用者は身の安全を　　　はい　　　医療機器・物品・薬　　はい　　　安否確認優先度B
守ることができる　　　　　　　　を持参して安全な場所へ　　　　医療機器
避難できる　　　　　　　　　（人工呼吸器・吸引器・
　　　　　　　　　　　　　　　　　酵素）を使用している　　利用者
いいえ　　　　　　　はい　　　　いいえ　　　　　　　　　　　　　　安否確認優先度D
　　　　　　　　　　　　　　　　　災害支援A~Cに
家族が利用者の安全を　　　　　　近隣に避難を求めること　　　属さない利用者　　　　　　　　　　　　
守ることができる　　　　　　　　ができる



いいえ　　　　　　　　　　　　　いいえ

　　　　　　　　　　安否確認優先度A
　　　　医療機器（人工呼吸器・吸引器・酸素）を使用、重度要介護者、
　　　　介護力の低い利用者


　　　　　　　　　　安否確認優先度Ｃ
　　　　一人で判断できない状態にある精神疾患、認知症、独居
　　　　もしくは独居に準ずる、介護力の低い利用者



　　　　安否確認優先度A　：医療機器を使用、介護力の低い利用者　　　　　　優先度高

　　　　安否確認優先度B　：A以外の医療機器使用利用者

　　　　安否確認優先度C　：精神疾患、認知症、独居介護力の低い利用者

　　　　安否確認優先度D　：上記に属さない利用者　　　　　　　　　　　　　優先度低


10
熊本県訪問看護ステーション連絡協議会2019.8
